
６
月
16
日
、
幸
町
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
花
壇
で
、

第
７
回
「
花
壇
に
絵
を
描
こ
う
！
」
デ
ザ
イ
ン
コ

ン
ク
ー
ル
（
津
別
町
花
の
ま
ち
推
進
協
議
会
主
催
）

の
表
彰
式
と
苗
植
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
18
点
の
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
最
優
秀

賞
に
青
島
大
晟
く
ん
（
津
別
小
学
校
４
年
）、
優
秀

賞
に
武
永
蒼
依
さ
ん
（
津
別
小
学
校
４
年
）
が
受

賞
し
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
作
品
の
デ
ザ
イ
ン
を
も
と

に
花
の
苗
植
え
が
、
花
の
ま
ち
推
進
協
議
会
関
係

者
、
応
募
者

と
保
護
者
の

方
の
参
加
で

行
わ
れ
、
ベ

ゴ
ニ
ア
や
マ

リ
ー
ゴ
ー
ル

ド
、
テ
ラ
ン

セ
ラ
な
ど
８

種
類
、
約
８

０
０
本
の
花

の
移
植
が
さ

れ
、
美
し
く

き
れ
い
な
花

壇
が
で
き
ま

し
た
。

津別町と北見地方石油業協同組合による『災

害時における（石油類）燃料の供給等に関する

協定』の締結に伴い、６月12日、林業研修会館

で協定書の締結式が行われました。

大規模災害が発生した場合に、町が必要とす

る石油類燃料の優先的な提供を要請するための

協定で、緊急車両、避難所、医療機関及び社会

福祉施設等が対象となります。

協定書締結式に出席した同組合の石崎猛雄理

事長は「ライフラインの発達で石油類のストッ

クが減少しています。業者としては万が一のと

きに協力する義務があります」と、その意義を

話していました。

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル

デ
ザ
イ
ン
が
決
定
し
ま
し
た

災
害
時
に
必
要
な
燃
料
を
確
保

町
と
石
油
業
協
同
組
合
が
協
定
を
締
結

き
れ
い
な
グ
ラ
ン
ド
で
運
動
会
を

舗
装
会
社
が
整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

６
月
15
日
、
戦
没
者
を
慰
霊
し
恒
久
平
和

へ
の
願
い
を
新
た
に
す
る
「
殉
公
者
追
悼
式
」

が
、
平
和
の
碑
広
場
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
に
は
戦
没
者
遺
族
や
来
賓
、
関
係
者

な
ど
69
人
が
参
列
。
黙
と
う
、
国
歌
斉
唱
に

続
い
て
、
式
典
委
員
長
で
あ
る
佐
藤
多
一
町

長
が
式
辞
と
し
て
「
平
和
を
求
め
る
気
持
ち

は
世
界
共
通
で
す
が
、
紛
争
は
絶
え
ず
、
女

性
や
子
ど
も
な
ど
弱
者
が
犠
牲
に
な
っ
て
い

ま
す
。
人
が
人
と
し
て
扱
わ
れ
る
社
会
を
実

現
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
訴
え
ま
し

た
。北

海
道
知
事
（
代
読
）、
鹿
中
順
一
町
議

会
議
長
の
慰
霊
の
辞
が
述
べ
ら
れ
た
後
、
参

列
者
は
平
和
の
碑
に
献
花
を
行
い
、
平
和
と

鎮
魂
の
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。

第
17
回
で
て
こ
い
ま
つ
り
開
催

ス
テ
ー
ジ
と
屋
台
に
多
く
の
人
が
集
う

５
月
８
日
と
19
日
の
二
日
間
、
（株）
Ｎ

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
北
網
統
括
事
業
所
（
松
浦
富

義
所
長
）
に
よ
る
、
町
内
小
中
学
校
の

グ
ラ
ン
ド
整
備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
22
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る

同
社
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
の
一
環

で
、
今
年
も
運
動
会
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、

社
員
と
重
機
に
よ
る
整
備
作
業
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
ト
ラ
ク
タ
ー
に
取
り
付
け
た

ブ
レ
ー
ド
に
よ
る
整
地
と
石
拾
い
を
行

い
、
次
に
ロ
ー
ラ
ー
で
地
面
を
踏
み
固

め
て
作
業
は
完
了
。
お
か
げ
で
、
子
ど

た
ち
は
見
違
え
る
ほ
ど
き
れ
い
に
な
っ

５
月
26
日
、
で
て
こ
い
ラ
ン
ド
広
場
で
第
17
回

で
て
こ
い
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
朝
か
ら
小
雨
が
降
る
あ
い
に
く
の
天
候

で
し
た
が
、
会
場
に
設
営
さ
れ
た
屋
台
で
は
焼
き

そ
ば
、
焼
き
鳥
、
ホ
タ
テ
焼
き
な
ど
が
売
ら
れ
、

食
欲
を
そ
そ
る
に
お
い
に
引
か
れ
て
多
く
の
人
が

並
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
コ
ー
ナ
ー
前
の
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
津
別
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
や
、
北

見
の
ダ
ン
ス

ス
ク
ー
ル
に

通
う
子
ど
も

た
ち
の
元
気

な
踊
り
な
ど

が
披
露
さ

れ
、
集
ま
っ

た
観
客
か
ら

は
惜
し
み
な

い
拍
手
が
送

ら
れ
て
い
ま

し
た
。

６
月
11
日
、
津
別
建
設
(株)
（
蓮
井
和

一
代
表
取
締
役
）
か
ら
、
災
害
発
生
時

の
避
難
場
所
を
標
示
す
る
『
二
次
避
難

所
　
避
難
場
所
標
示
標
識
』
５
基
（
設

置
工
事
費
含
む
）
が
、
町
に
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

標
識
は
活
汲
小
中
学
校
、
豊
美
寿
の

家
、
共
和
地
区
集
会
施
設
、
本
岐
小
学

校
、
相
生
公
民
館
に
そ
れ
ぞ
れ
設
置
さ

れ
、
地
域
住
民
へ
の
避
難
場
所
の
周
知

徹
底
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

今
回
の
寄
贈
に
つ
い
て
蓮
井
さ
ん
は

「
地
域
貢
献
の
一
環
と
し
て
、
安
心
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
の
活
動
と

な
る
こ
と
を
願
い
寄
贈
し
ま
し
た
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

津
別
建
設
が
避
難
標
識
を
寄
贈

平和への願いを新たに

殉公者追悼式が執り行われる

油
漏
れ
事
故
に
備
え
て

危
安
協
が
油
吸
着
マ
ッ
ト
を
寄
贈

津
別
建
設
業
協
会
が
夜
間
防
犯
活
動

パ
ト
ラ
イ
ト
点
灯
運
動
の
結
団
式

６
月
６
日
、
津
別
建
設
業
協
会
（
●

功
会
長
）
に
よ
る
夜
間
防
犯
活
動
の
結

団
式
が
、
中
央
公
民
館
裏
駐
車
場
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

毎
年
、
初
夏
か
ら
初
秋
に
向
け
て
夜

間
の
防
犯
、
防
火
、
交
通
事
故
防
止
等

を
目
的
に
、
夜
間
の
パ
ト
ラ
イ
ト
点
灯

運
動
を
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年

は
９
月
16
日
ま
で
の
第
２
、
第
４
日
曜

日
午
後
８
時
か
ら
１
時
間
程
度
、
町
内

10
か
所
で
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
ま
す
。

結
団
式
で
は
●
会
長
の
「
長
丁
場
で

す
が
、
健
康
に
気
を
つ
け
て
活
動
し
て

く
だ
さ
い
」
と
の
お
話
に
続
い
て
、
鈴

木
篤
司
津
別
駐
在
所
長
な
ど
か
ら
挨
拶

が
あ
り
、
参
加
者
は
防
犯
へ
の
決
意
を

新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

６
月
５
日
、
美
幌
地
区
危
険
物
安
全

協
会
（
大
西
均
会
長
）
か
ら
津
別
消
防

署
に
、
油
吸
着
マ
ッ
ト
２
０
０
枚
が
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

「
危
険
物
安
全
週
間
」
期
間
中
に
お
け

る
同
協
会
の
事
業
の
一
環
と
し
て
、
危

険
物
災
害
対
策
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

油
吸
着
マ
ッ
ト
は
河
川
等
に
漏
れ
出

た
油
を
吸
い
取
っ
て
処
理
す
る
も
の

で
、
屋
内
で
の
油
漏
れ
事
故
に
も
対
応
。

寄
贈
を
受
け
て
大
野
功
二
消
防
署
長

は
「
油
漏
れ
事
故
は
年
に
何
度
か
発
生

参列者による殉公者への献花

し
ま
す
。
有
効
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

た
グ
ラ
ン
ド
で
、
競
技
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。


